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サッカーの1シリーズのチームパフォーマンスの評価について








のパフォーマンスを評価する上で重要な要因として取 り上げた｡ ゲームの中での 1対 1状
況を分析 し,その結果を時間軸に沿ったグラフで示すことによって,ゲームの中での ｢劣
性の局面｣と ｢優勢の局面｣を読みとることが可能であり,コーチはチームや選手のパフォー










い,① ゴールに向かった直線的なプレー ②クロス ③セットプレーの3要因を得点を生む
キーファクターとしてまとめた.そしてこれらのキーファクターに対するチームパフォー
マンスを評価するゲーム分析の枠組みとして(》ボール保持の喪失 (参ボール保持の奪回
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ゲーム分析によってシーズンを通 してチームがどのような状態であったかを出来 るだけ客

















キーを押す ことによ って記録 してい く｡ この システ ムで は ｢シュー ト (shooting
opportunity)｣｢クロス (crossopportunity)｣｢セットプレー (setplay)｣｢ボール保持
(possession)｣｢その他 (miscelaneousevents)｣をキーファクターとし,それぞれのファ
クターのイベントを情報として収集することになる (Fig.1参照 例えば, シュー ト機会有
り-シュー トをした (taken)-ゴールの枠へシュー トが飛んだ (ontarget)-ゴールキー
パーにセーブされた (save)といったイベントが情報として収集されていく). これ らの入
力作業によって,パスの連続に関する情報と各イベ ントのフィール ド上の位置に関する情
報を得ることが出来るようにコンピューターはプログラムされている｡ クロスについては
｢ピッチの守備側1/3エリア (以下ディフェンディングサー ド)の中でペナルティエ リアの






Jリーグに所属するチーム (以下team A)の1995年前期シリーズ26ゲーム (延長は除 く)
についてポールを中心に数名のプレーヤーの動きが常に捉えられるようにteam Aのスタッ
フがビデオカメラで撮影 した. このビデオを使 って本研究者がUBCのスポーツ分析センター
において上述の分析システムによってデータの収集を行 った｡
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｢分析方法｣
Franks4)が同様のシステムを用いて分析 した94年ワール ドカップでベスト4に残 ったブラ
ジル,イタリア,ブルガリア,スウェーデンチームのデータ (以下94ワール ドカップ トッ
プ4)を一つの基準として,Team Aと対戦チームの各イベ ントの総数,平均値,標準偏
差をまとめた｡さらにTeam Aの｢シュー ト｣,｢クロス｣,｢セ ットプレー｣,｢ボール保持｣






1:8.7であり,Team Aの1:8であった｡さらに,一試合の平均シュー ト数はTeam Aが13.5
本であり,94ワール ドカップ トップ4の12.8本,対戦チームの10.9本であった｡ これのこ
とから, 1ゲーム10本のシュー トを基準にteam Aのシリーズの結果を見 ると, 26ゲーム
で10本未満のシュー トしか打てなかったのは5ゲームだけであり, 比較的安定 してシュー
トを打つ状況をっ くれていたと評価できる｡
｢クロスについて｣






ル ドカップ トップ4の成績を基準にしてみると,クロスにする関するパ フォーマ ンスは良
かったと評価できる｡
｢セットプレーについて｣
94ワール ドカップ トップ4について,得点の約47%がフリーキ ック, コーナー, スロー
イン,ペナルティキックの｢セットプレー｣からによるものであり, さらに, セットプレー
の中のフリーキックとコーナーキックがシュー ト-結びっ く割合が21.4%であった｡ team
Aでは得点の55%がセットプレーからであり,フリーキックとコーナキックがシュー トに結
びついた割合は10.4%であった｡94ワール ドカップ トップ4のフリーキックとコーナーキッ
クがシュー トへ結びっく割合21.4%を基準にすると,team Aの 1試合平均のフリーキック
とコーナーキックの数は15.1本であり,1試合2本程度がシュー トに結びつ くセットプレー
の数の評価基準となる｡シリーズを通 してシュー トに結びついたフリーキックの数が2本以
下であったゲームが14ゲームと半分以上であった｡従って,team Aの ｢セットプレー｣ に
ついてはあまり良いパフォーマンスではなかったと評価できる｡
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｢ポール保持について｣
teamAのアタッキングサー ドでの ｢ボール保持｣の喪失は平均で51.3%であり,ディフェ
















析で,準決勝まで進んだ ｢成功 したチーム｣と1次予選を突破できなかった ｢成功でき
なかったチーム｣ のプレーパターンを比較 し, ｢成功 したチーム｣ は攻撃時に ｢成功で
きなっかたチーム｣より多 くのパスをっなぎ,変化のある攻撃を していたことを明 らかに
している｡ さらに,Hugheslのはパスの連続数と得点の関係についてのデータを標準化する
と決 してパスの連続数が少ない攻撃がより多 くの得点に結びついていないことを示 し,多
くのゲーム分析にはぼ共通 して得 られている得点とパスの関係を短絡的に解釈 し,いわゆ
る ｢ロングボールゲーム｣あるいは ｢ダイレクト･プレー｣がサッカーのゲームにおいて
最適な戦術であると解釈することはできないと指摘 している｡
これらのことから,Team Aのパスに関するパフォーマ ンスについては, このデータか
らだけでは完全に評価できないが,良いとは言えないと考えられる｡
lVまとめ
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べきであると考えられる｡ 例えば, ｢守備的にゲームを進め攻撃の回数を少なくし,少ない
チャンスを生か して勝っ｣とういうプランを立てたゲームでのチームのパ フォーマ ンスの
評価に対 してシュー トの数はそれほど重要な意味を持たない｡ つまり, どのような要因を
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Table 1 Descriptive suznnary totals for 94 world cup top 4 teans and Team A
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POSSESSェqⅣ LOSS
ATTACK POSSESSION I.OSS % 1312
MIDDLE POSSESSION LOSS % 939
DEFEND POSSESSION LOSS % 348
FASSェ甘O
BASSES tⅣATT 1/3
PASSES =Ⅳ MID 1/3
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